
 

４月１７日  入道が岳             廣瀬 秀憲 

山 名 入道が岳 山行名 例会  

ルート 登山口～北尾根ルート～頂上～二本松ルート～登山口 

山行日 令和４年４月１７日 天 候 曇りのち雨 

参加者 

リーダー：  廣瀬       サブリーダー：吉澤 

男性：佐々木、西川、平尾、森本             

女性：秋山、幾田、伊藤（多）、今村、蒲田、川上、倉光、高橋、玉置、             

合計：１５ 名  
ルート概略図 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

新田辺駅 
集 7:00 二本松避難

小屋（食

事） 

着 12:23 

発  発 13:05 

椿大神社駐

車場 

着 9:15 
登山口 

着 14:03 

発  発  

登山口 
着  

 
着  

発 9:23 発  

通報ポイン

ト 10 

着 11:50 
 

着  

発  発  

頂上 
着 11:53 

 
着  

発  発  

山行報告 

入道が岳は私にとって初めての山のため、３月１９日に３名で下見に行ってきました。まだ

頂上には雪が残り冷たい風が吹いていました。御在所、鎌が岳などの山峰の連なり、四日市の

街並み及び伊勢湾が見え、椿大神社奥宮の鳥居が山頂に立ち見栄えのあるものでした。ただ登

山口から頂上まで上りがきつく、木の根っこ、粘土質の山肌で滑りやすい。下りも傾斜がきつ

く滑りやすいため雨の山行は慎重を期す必要があると話しながらかえってきました。 

本番は台風が過ぎたにもかかわらず、前日の山の天気予報は曇り午後から小雨。当日京都は

晴れていたが、鈴鹿は曇り、ポイント８あたりからガスがかかり、鳥居前で霧雨が多少強くな

った。上りは急坂のため２０分に一回休憩を取るようにした。７合目あたりから見晴らしがよ

くなって、徐々にアセビも増え、その中に山桜、つつじなどが咲き、鶯がなき歓迎してくれ

た。ポイント８手前から可憐な花が満開のアセビのトンネルが続きつい皆の足が止まる。計画

通り２時間半で頂上に着いたが、ガスがかかり全く景色が見えない。早々に奥宮の鳥居へ向か

うが霧雨が強くなりアセビの群生の中でカッパを着用。鳥居前で集合写真を撮り、そのままポ

イント６近くの避難小屋まで下り食事をとる。雨に濡れ滑りやすいため慎重に下る。見晴らし

はないが木々の淡い若葉が目を楽しませてくれる。無事予定より早く登山口に到着。頂上の見

晴らしがなく魅力減退の山行でしたが、皆さんがにぎやかに行動していただき感謝します。 

ヒヤリハット  なし 

（注意）和気あいあいと楽しかったが、過去話に夢中になりこけて怪我することがあった。魔の時間帯

（食後の下り）は疲れてきて気が緩みやすいので、より一層慎重に行動するようにしてほしい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

一口感想 

 

今村ひとみ 

入道ヶ岳は三重県の一の宮「椿大神社」のご神体であると記事を見てから、三重の山を度々訪れるこ

とがあるので一度はご挨拶にと思っており、今回参加できて嬉しく思いました。 

山頂の広々とした斜面の白い大鳥居が印象的で、青空だったらそれは美しい景観であろうと思いまし

たが、今日の山頂は霧雨でどちらかというと幻想的な感じでした。自称晴れ女の私ですが、今日は私

の勢いを覆うほどの雨男がいたとか？おみそれしました。 

 

 

幾田邦江 

CL さんが、20 分置きに休憩をとってくださったので、無理なく登れました。山頂は、視界が悪く、

素晴らしい景色を眺める事はできませんでしたが、馬酔木のトンネルは、「不思議の国のアリス」の

本から、アリスと白うさぎが飛び出してくるような不思議な空間を楽しむ事ができました。又、チャ

レンジしたいと思います。 

 

 

伊藤多恵子 

2 月 6 日の例会で、雪山の入道ヶ岳に遊びました。山頂へと続く稜線では馬酔木の群生をくぐるよう

に歩き、花をつけるころにも来てみたいなあ…と思ったものです。それを叶えてくれた例会でした。

２月に下りに使った急斜面は雪の代わりに緑の草と灌木に覆われていましたが、やっぱり大変な急斜

面でした！遠くまで連れて行ってもらえて、感謝、感謝。CL,SL,ドライバーのみなさん、ありがとう

ございました。 

 

 

秋山正子 

今日は雨の予報の中、決行していただいてありがとうございました。 

2 月に雪中行軍した入道岳、今回は全く違う山でした。 

中腹から馬酔木の花やつつじが咲いていてとてもきれいでしたし、山桜もなんとか持ちこたえて美し

い山の景色を見せてくれました。しかし、頂上からの眺望はありませんでしたが見事な花畑がみられ

てよかったです。お世話いただいたＣＬ、ＳＬ，運転していただいた方々、ありがとうございました。 

  

 

佐々木康治 

急勾配の斜面をあがると満開の馬酔木（あせび）の群落        

鈴鹿まではたっぷりと時間がかかると思っていたのに幾田号はスイスイ、新名神（信楽〰土山）を

通り 90 分弱で山麓の椿大神社（つばきおおかみやしろ）に到着。普段は軽自動車を運転しているの

に、今朝は運転手つきの高級車の後部座席、代議士気分を味わう。女 10、男 5 のパーティ、登山口の

鳥居から石段を上がっていく。傾斜は急、15 人の先頭ははるか上の方をよじ登っている。平坦な尾根



 

に出るとホッと一息。折角あがったのに一旦ドンと下り再び急勾配の上り。馬酔木の群落が見事、頑

張ったご褒美だ。山頂は 360 度の展望の筈だが生憎の曇天、視界はゼロ、「絶景を見るためにもう一

度おいで」と頂の大鳥居が笑っている。上りに比べ下りは楽、ピンクのミツバツツジ、白い桜、新緑

の若葉が励ましてくれる。廣瀬リーダーのペース配分、休憩の取り方は秀逸、おかげで弱った足でも

なんとか完歩。メチャ多くの登山客に出会い、こんなに人気の山とはと驚くほどだった。 

 

気がつけば最高齢を競っている 

今日の参加者の中で年は上から 2 番目…本人は気がつかなかったが「会員の男の中では 2 番目の高齢

者」との指摘、帰宅してからチェックしてみるとその通り、ノー天気に過ごしているがいつの間にか

いい年になっている。いつまで山を楽しめるのかなと心中複雑な思いが交錯。 

 

 

川上恭子 

 リーダーの方が事前に細かく時系列で雨が降る予報を知らせてくれていたので、雨対策もしっかり

できて、そんなに酷い雨にも合わず、楽しく参加できました。 

 皆さん、ありがとうございました。 

 

 

蒲田史 

今日はありがとうございました。小雨と霧で楽しみの鎌ヶ岳、御在所岳は見れませんでしたが、酷く

降らなくてよかったです。馬酔木が見頃で、ヤマツツジも満開で、楽しかったです。 

 

 

吉澤珠美 

予報通りの曇り空、山頂手前で雨。展望はなく馬酔木は旬を過ぎていた。馬酔木の花のトンネルを楽

しみにされていた参加者の皆さまには申し訳なく思います。でも花に詳しい H さんのおかげで足元の

小さな花に気付けて名前も幾つか覚えることが出来ました。収穫です。また CL が２0 分に一度休憩

時間を取って下さり楽に歩けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

  

  

  

 

平尾 繁和 

椿大神社から北尾根コースの急坂を登り、二本松コースを下った。天気予報では昼頃から雨の予報で

覚悟はしていたが、案の定昼前から降り出したが大したこともなく無事山行ができた。山頂は草原状

でアセビの群落の間を通っていった。展望はなかったが、アセビとミツバツツジやスミレの花を見ら

れた。下山路でスギ林の下の低木の若葉の新緑がやさしくきれいだった。これで鈴鹿セブンマウンテ

ンの一つ入道ヶ岳にやっと登ることができ、残るは雨乞岳となった。ＣＬ、ＳＬ、そしてみなさんお

世話になりました。                                     

 


